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テーマ 批判的・創造的な読みを中心とした言語活動の提案 
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の 
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札幌日本大学中学校の１年生の授業

が２本公開されました。 

小説「星の花が降るころに」の学習では、

授業者の的確な説明、指示のもと、生徒

が主体的に作品を読解していく授業でし

た。また、ペアや小グループを自由に設定

し、生徒同士で課題の解決に向けて活発

に対話する様子が印象的でした。 

 授業後は講師であり公開授業の授業者

でもある江刺家氏から、本時の授業のポイ

ントについての説明がありました。その後は

「生徒が主体となる授業の組み立て方」を

討議の柱として、全体で意見等の交流を

行いました。 

 

私立中学の生徒の様子、授業実践を間

近に見ることができ、さらに今後の国語科

の授業の在り方を参加者全員で協議、交

流することができ、大変有意義な１日となり

ました。 

 


